第 2 号 





会 員 の 皆様 に は 、 益々 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 





「 い わ て 未来 づく り 機構 だ より 」 本 号 で は 、 去る 11 月 5 日 に 開催 し まし た 、 平成 27 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル を 中 心 
と ご 報告 いた し ます 。 


平成 2 7 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


平成 27 年 11 月 5 日 ( 木 ) の 15 時 か ら 、 盛 岡市 の 岩手 銀行 本 店 会 議 室 に お いて 、 機 構 会 員 ほか 
約 90 名 の 出席 の も と 、 平成 27 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル を 開催 し 、 地 域 を 担う 人 材 の 育成 と 
地元 定着 を テー マ と し て 議論 を 行い ま し た 。 
「 人 づく り 」 は いわ て の 未来 に 向け た 大 き な 課 題 で す 。 ラ ウン ド テ ー ブ ル で の 議論 も 踏ま え 、 
会 員 の 皆様 に お か れ ま し て も 、 そ れ ぞ れ の 立場 で の 取組 を お 願い いた し ます 。 






































| 【 報 告 】「 岩 手 県 人 ロビ ジョ ン 」、「 岩 手 県 ふる さと 振興 総合 戦略 」 の 策定 に つい て 


| 岩手 県 政策 地域 部 か ら 、 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 法 (平成 26 年 11 月 28 日 法律 第 136 号 ) 
に 基づい て 10 月 30 日 に 策定 し た 「 岩 手 県 人 ロビ ジョ ン 」 及 び 「 岩 手 県 ふる さと 振興 総合 戦 
略 」 に つい て 、 策 定 ま で の 経緯 の ほか 、 デ ィ ス カッ ショ ン テ ー マ に 関連 する 部 分 を 中 心 に 、 
人 口 ビ ジョ ン 及 び 総 合戦 略 の 概要 に つい て 説明 が あり まし た 。 
> 「 岩 手 県 人 ロビ ジョ ン 」 : 本 県 に お ける 人 口 の 現状 を 分 析 、 今 後 の 人 口 の 展望 を 示す も 
の で 、2040 年 及び その 先 の 超 長 期 的 な 展望 を ボ す も の 
> 「 岩 手 県 ふる さと 振興 総合 戦略 」 : 岩手 県 人 ロビ ジョ ン を 踏ま え を 、 ふ る さと を 振興 し 、 
人 口 減少 に 立ち 向かう た め の 基 本 目標 を 定め る と と も に 、 今後 5 年 間 の 主 な 取組 方 向 や 
具体 的 な 施策 、 数 値 目標 等 を 下す も の 


【 デ ィ ス カッ ショ ン 】 テー マ 「 地 域 を 担う 人 材 の 育成 と 地元 定着 」 


まず 、 娠 手 大 学 か ら 、 本 年 9 月 に 「 地 ( 知 ) の 拠点 大 学 に よる 地方 創 生 推進 事業 (COC 十 
事業 )」 (文部 科学 省 所 管 ) に 採択 され た 、 地 域 人 材 育成 等 に 係る 産学 官 の 連携 プロ ジェ ク 
ト 「 ふ る さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 」 の 説明 が あり まし た 。 

> CO 事業 (地域 再生 ・ 活 性 化 の 拠点 と な る 大 学 の 形成 岩手 大 学 で H25 年 度 か ら 実 
施 ) を 発展 させ 、 県 内 7 高等 教育 機関 が 中 心 と な り 「 い わ て 創造 人 材 」 を 育成 する と 
と も に 、 地 方 公共 団体 や 経済 産業 団体 等 と 連携 し 地元 定着 に 取り 組む (H2731 年 度 ) 

> 達成 数 値 目標 
参加 大 学 平均 の 地元 就職 率 10% 増 (155 人 増 ) 
及び 上 記 増 加 数 の 1 割 相当 の 新規 雇用 創 

> 具体 的 に 推進 する プロ ジェ クト 
① 若 者 ・ 女 性 地域 定着 プロ ジェ クト 
② 新 産業 ・ 雇 用 創出 プロ ジェ クト 
③ 三 陸 復 興 ・ 先 導 モ デル 創出 プロ ジェ クト 
④ 起 業 家人 材 育 成 プ ロジ ェクト 

















































































































これ ら の 説明 を 踏ま え 、 ラ ウン (コン ン バ ー に より 、 取 組 の 現状 今後 の 対応 等 に つ | 
いて 議論 が 行わ れ ま し た 。 

主 な 発言 等 は 以下 の と お 
り です 。 


画 地域 で 何 が で きる か 意 
識 し な が ら 人 材 育成 と 産 
業 創出 に 貢献 し て いく 
大 学 と し て 地域 を 先導 す 
る よう な 働き を ぜひ 実践 
し て いく 【 岩 渕 岩手 大 学長 】 - A = 
画 明る い 未 来 を 創る た め 、 産 学 官民 が 連携 を 強化 し 、 発 展 の た め の 方 向 性 を 共有 、 行 動力 を 
結集 し て いく 。 県 商工 会 議 所 連合 会 と し て も 積極 的 に 関わ り 、 協 力 し て いく 。 強い 連携 を 今 
後 も 推進 する 【 谷 村 県 商工 会 議 所 連合 会 長 】 
画 ふる さと 振興 総合 戦略 の 実践 に i 
わっ て いく 。 私 た ち が 将 来 に 残せ る も の は や は り 「 人 」。 そ の た め に 今 何 が で きる か を 念頭 
に 取組 を 進め た い 。 ま た 、 岩 手 を 創造 する 人 材 の 育成 に ne 骨 手 の 強み が 何 か は っ 
きり させ て いく こと も 重要 【 高 橋 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 】 
画 「 人 | あっ て の まち 、「 し ご と 」 あ っ て の まち で あり 、 地 域 経済 の 振興 を 随所 に 埋め 込む ふ 
る さと 振興 総合 戦略 は 、 地 場 企業 と し て も 大 変 
心強い 。 地 場 企業 を 育て 支援 する 視点 で 施策 を 
進め て ほし い 。 ま た 、COC+ 事 業 に は 大 い に 期 
待 す る 。 Do 
や 岩手 と し て の ロイ ヤリ ティ を 高め る 施策 等 
必要 で は な いか 【 米 谷 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 
有 較 C 〇 C+ 事業 は 県 立 大 学 の ミッ ショ ン そ の も の 
と いえ る 。 県民 みん な が 地方 劉生 に 主体 的 に カ 
か わっ て いく こと が 大 事 。 県立 大 学 と し て も 、 
地域 の 中 に 入っ て いき 、 そ の よう な 基盤 づく り 
に 貢献 し て いく 【 鈴 木 県 立 大 学長 】 
また 、 こ の 議論 の 中 で 、COC+ 事 業 を 展開 する に あたっ て 当 機 構 も 連携 し て いく こと が 了 
承 され 、 今 後 、 そ の 具体 的 な 関わ り 方 等 に つい て は 企画 委員 会 に お いて 検討 し て いく こと と 
| な り ま し た 。 詳細 に つい て は 、 後 日 お 知ら せ し ま す 。 
















































































































































































※ 今 回 の ラウ ンド テー ブル の 資料 は 、 機 構 の ホー ムペ ー ジ か ら 御 覧 いた だ け ま す 。 


2016 希望 卿 いわ て 国体 ・ 大 会 の 成功 に 向け て ご 協力 を お 願い し ます ! 


機構 で は 、 本 年 度 活動 計画 の 中 で 、「2016 希望 郷 い わ て 国体 ・ 大 会 」 を 応援 し て いま す 。 
両 大 会 の 成功 に 向け て 、 現 在 、 当該 大 会 の 運営 経費 に 活用 させ て いた だ 0 く 呼び 掛け て い 
ます 。 また 、 企業 ・ 団 体 の 皆様 に は 協 状 金 や 物品 の 提供 等 の 支援 に 係る 企業 協 状 へ の ご 協力 も お 願い し て いま す 。 
募金 及び 企業 協 人 賛 に ご 協力 いた だ ける 場合 は 、 以 下 の ホ ー ム ペー ジ か ら ご 確認 いた だ く と と も に 、 関係 する 機関 や 
団体 等 へ の 当該 取組 の 周知 に つき まし て も 併せ て よろ し く お 願 いし ます 。 
⑥ ぐ 募金 は こち ら か ら 。 http://www.iwate2016.jp/bokin 〇 企業 協 堆 は こち ら 。 http://www.iwate2016.jp/kyosan 
























































いわ て 未来 づく り 機構 事務 局 か ら の お 知ら せ 
会 員 各 機 関 の 代 表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル ア ドレ ス 等 に 変更 が ある 場合 は 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい 。 
本 2 MS : 小 國 、 田 沼 ) 
電 話 :019-629-5215 (FAXO19-629-5254) mail : AA0001 @pref. iwate. jp 2 

ホー ムペ ー ジ http ://iwatemirai.com/ 希望 卿 1)( 国 体 


























広げ よう 感動 。 伝 えよ う 感謝 。 





